
� はじめに

野島（１９９７）は心理臨床家を目指す人に

必要な学習として，�認知的学習，�体験
学習，�実習，�スーパービジョンの４つ
を挙げている。そのうちトライアル・カウ

ンセリングは体験学習にあたる。体験学習

とは，自分自身がクライエント体験をする

ことであり，そのような体験はその人の自

己理解を深めることにつながるとも述べら

れている。

内田・村山・増井（１９７８）はトライア

ル・カウンセリングを臨床経験の浅い人，

かつ臨床技術を身に着けたいと希望する人

への一つの経験的学習であり，一人の人間

が「自分」というものを知り，深く洞察す

るための援助として考えていくうえにおい

ても意味があるものであると述べている。

「臨床心理面接特論」の授業において，

カウンセリングの体験学習として，臨床心

理士資格を有するカウンセラーのカウンセ

リングを５回受ける「トライアル・カウン

セリング」が設定されている。トライア

ル・カウンセリングの目的は心理臨床家を

目指す大学院生がカウンセリングを受ける

体験（クライエント体験）をすることによ

り，より良いカウンセリングを行うための

学びを得ることである。

そこで本稿では，まずトライアル・カウ
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ンセリングの構造について述べる。次にク

ライエント体験の報告，そして最後に全体

を通しての総合考察を行う。

� トライアル・カウンセリングの構造

１．体験施設：A心理相談所

２．実習期間：２０２１年７月下旬から９月下

旬

３．体験時間：１回６０分を５回

４．料金：１回３，３００円

５．カウンセラー：臨床心理士，および公

認心理師の資格を有するA心理相談所の

カウンセラー

６．実施方法：クライエント体験者は自分

で担当カウンセラー（相談機関）を選択

した。そして治療的カウンセリングとは

異なり，タイムリミテッドで大学院生に

対して授業（教育）の一環として行われ

ることを，クライエントである著者およ

びカウンセラーとの間であらかじめ確認

したうえで実施した。カウンセリング時

の録音許可を得て，５回限定の有料カウ

ンセリングを対面形式で受けた。

� クライエントの体験報告

１．相談機関の選択

相談機関を決めるにあたり，場所，金

額，対面でのトライアル・カウンセリング

を受け入れて頂けるかの３点について希望

の条件をあげ選択した。１つ目の場所につ

いて重要視していた条件としては，面接に

５回通う予定であったため，なるべく通い

やすい場所を希望したいと思い，自宅から

近いこと，もしくはアクセスがよいことが

挙げられた。２つ目の金額について重要視

した条件としては，学生の立場であるた

め，相談費用の高いところに通うのは金銭

的に難しいと考え，なるべく費用を抑える

ことができるところを希望したいというも

のであった。そして３つ目の対面でのトラ

イアル・カウンセリングを受け入れて頂け

るかについては，昨年はコロナウィルス感

染拡大の影響でオンライン面接を行ったト

ライアル・カウンセリング体験者もいた

が，実際に相談所に通う過程や面接室で行

われるカウンセリングも体験したいと考え

ていたため，対面での面接を実施して頂け

る機関を選択した。

候補として考えられた相談機関に電話で

問い合わせを行ったものの，何度も受け入

れを断られる体験をした。断られた理由と

してはトライアル・カウンセリングの受け

入れを行っていないこと，カウンセリング

の録音が不可能であることであった。今回

はトライアル・カウンセリングの問い合わ

せではあったが，電話の発信には緊張が伴

っていた。そのため正当な理由が説明され

たものの，申し込みが断られることは筆者

にとって一種の傷つき体験であった。

２．一回目面接

（１）面接前の心境

カウンセリングでは自身の過去のつらか

った出来事について話したいと考えてい

た。しかし，カウンセリングを実施する前

には，自分自身が説明することに苦手意識

があることから「うまく伝えられるだろう

か」という不安，過去の出来事を話すにあ

たり，そのときの詳細を忘れてしまってい

るのではないかという不安，さらに話すこ

とでその出来事を思い出し，気持ちが高ぶ

って泣いてしまったり，余計につらさを感
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じてしまったりしないだろうかという不安

の，３つの不安があった。その一方で，過

去のトラウマのように感じている出来事を

話すことによって，その出来事を思い出す

ことへの怖さがなくなることを期待する気

持ちもあり，相談機関へ行くことに強い抵

抗は感じなかった。

また，相談所までの移動時間が長く，相

談内容も話すことにエネルギーがいるもの

であると感じていたため，相談機関に通う

ことは体力的にも精神的にも負担のあるこ

となのではないかと想像していた。

当日は初めて相談所を訪問したが，その

場所が住宅街の雑居ビルに位置していたた

め，本当にここに相談所があるのか，自分

が信頼して相談できる場所なのかという不

安があった。

（２）カウンセラーについて

面接のはじめにアンケートを記入する時

間があり，そのときカウンセラーは席を外

していたため，人を待たせている感覚が少

なく，落ち着いて記入することができた。

アンケートの項目には自由記述欄だけでな

く身体症状についてのチェック欄なども設

けられており，回答するクライエントの負

担を減らす配慮が感じられ，実際に答えや

すいものであった。

担当のカウンセラーは表情が柔らかく優

しい雰囲気の方で初めから安心して話すこ

とができた。声のトーンや話し方は落ち着

いており，話しやすさが感じられた。優し

すぎる話し方ではなかったことで，弱い者

としてではなく１人の人間として平等に接

してもらえているように思い，嬉しく感じ

られた。

平木・袰岩（２００１）はカウンセリングに

おける目標は，カウンセラーとクライエン

ト双方に共有されて初めて機能的となると

述べており，クライエント自身の目標がカ

ウンセラーと共有されなかった場合は，目

標への遠回りになることや目標の達成が難

しくなることを指摘している。今回の面接

ではトライアル・カウンセリングでの主訴

について，なぜその内容を扱いたいと思っ

たのか質問される場面があった。カウンセ

リングのテーマを選んだ理由を共有するこ

とにより，クライエントとカウンセラーの

間で治療の目的が共有されるため方向性が

一致した協力関係を築かれ，また，クライ

エントとしてカウンセリングへの動機づけ

や期待が高まった。そしてカウンセラーが

主訴について，「とても大事なテーマだと

思うので丁寧に扱っていきたい」と言って

くださったことが何より嬉しく感じられ

た。

１回目の面接中，カウンセラーはメモを

多く取っていた。筆者は話をちゃんと理解

してほしい，カウンセラーと一緒に深く考

えていきたいという気持ちが強かったた

め，メモを取ってもらえること，気になる

箇所について後から話題にしてもらえるこ

とが自分に真剣に向き合おうとしてくれて

いる証拠のように思い，とても嬉しく感じ

た。

自身の話をわかりやすく伝えられていな

いかもしれないと感じた場面があり，その

ことをカウンセラーに伝えると「大丈夫で

すよ」と言って頂き少し心が軽くなるとい

うことがあった。そのためクライエントが

自分の今の状況について正直に伝えること

は相談のしやすさにもつながるのではない

かと感じられた。
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面接の最後に，今回は詳細に言及できな

かった部分についてカウンセラーから次回

そのことについても伺いたいという言葉が

あり，そのおかげで次回カウンセリングの

進め方についてイメージを持つことができ

た。今回話したくても話せなかった話題を

忘れてしまう怖さがあったため，一言話題

に出して頂けたことは安心感に繋がった。

（３）自分自身の心の動きについて

自分の経験した出来事やそれに伴う感情

がカウンセラーによって言語化されること

で，自分を客観視できたり，より端的に状

況を把握できるようになったり，さらに伝

えたいことが頭に浮かび話が展開していっ

たりすることが実感できた。

面接前は過去の出来事を思い出して話す

ことで感情が高ぶり，つらい気持ちが湧き

上がることを心配していたが，面接は５回

行われる予定であったため，焦らず今回は

話の全体像とどのようなことについてこれ

から話したいと思っているかについて共有

するような形で進められた。また，そのよ

うな不安から自然とオブラートで包むよう

な表現を選ぶことが多くなり，結果的に自

身の体験を客観的に語り，落ち着いてカウ

ンセリングを受けることができた。

面接の最後に，カウンセラーから今一番

好きなことはなにかという質問があり，自

分自身について今まであまり考えなかった

部分を振り返るということがあった。初め

はしっくりくる答えが見つからなかった

が，カウンセラーとのやり取りを通してい

くつか思いつくものがあった。このことは

相談内容と直接関係する話題ではなかった

が，とても印象的なやり取りであったた

め，カウンセリングの後も自分自身につい

て考えさせられる感じがした。

（４）面接後の心境

面接直後から次回面接で取り上げたい話

題が多く頭に浮かんでいたため，今回話し

た内容を把握したうえで，次回話したいと

感じたことを忘れないようにしなければと

いう気持ちがあった。さらにその話題につ

いて面接の中である程度効率的に伝えられ

ないとせっかくの機会がもったいないとい

う感覚もあった。そのためカウンセリング

中は落ち着いていたにも関わらす，面接後

の数日は自分が話せなかった部分について

思い出し少し心理的につらくなるというこ

とがあった。

カウンセリング中は暗くまとまりの無い

話が多かったが，カウンセリングの枠組み

があることによって，普段周囲には遠慮し

てしまうような自分本位な話題について

も，わざわざそのためにお金を払っている

のだからと割り切り気を遣わずに話せてい

ることを実感した。

３．二回目面接

（１）面接前の心境

１回目面接の直後は話したいことがたく

さん頭に浮かび，２回目面接までの２週間

という期間は空きすぎているように感じら

れていたが，徐々に日常でカウンセリング

のことを考える時間が減り，結果的にはち

ょうどいい間隔であると思うようになり気

持ちの変化がみられた。そのため実際のカ

ウンセリングでも適切な頻度を検討するに

はカウンセリングを受けないで過ごす期間

を経る必要がある可能性が考えられた。

カウンセリングの直前は相談所へ行くこ

とに抵抗感があった。その理由としては，
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トライアル・カウンセリングの後はレポー

ト作成の課題があること，話したい話題は

あるもののうまく話せる自信がなく不安な

こと，相談所の場所は自宅から遠く面接を

行うには時間と料金の負担があることがあ

った。

（２）カウンセラーについて

カウンセリングでは話したいことが多く

あり，クライエントの発話が多かったた

め，カウンセラーはその話の一部を短く拾

い，話が広げるような関わりをすることで

クライエントの聞いてもらいたいという

ニーズに応える配慮が感じられた。話す量

は圧倒的にクライエント側が多かったが，

カウンセラーとの相互作用があることで一

人では思いつかないような視点で物事を考

えるきっかけをもらい，カウンセリングに

来る意義が感じられた。さらに，カウンセ

リングではカウンセラーからの質問を受け

ることで，自分では無意識に避けてしまっ

たり，大した部分ではないからと遠慮して

しまったりする内容についても話す機会が

得られることに気づいた。具体的には，自

身はつらかった出来事について焦点を当て

て話す傾向があったが，カウンセラーにそ

の当時何が好きだったのか，何をして過ご

していたのか，周囲とどのような人間関係

であったかについて質問されることによっ

て，思い出し話すことができた内容があっ

た。そのため，過去の自分についての理解

がより多くの側面から深まることが実感で

きた。また，カウンセラーが受容共感的に

話を解釈してくださることで，自分自身も

同じように過去の出来事を否定せず穏やか

な気持ちですっと受け入れることができた

ように感じられた。そして自分の話を聞い

てもらい，理解してもらえる体験が重なる

につれて，自分の話は心配しなくても正し

く受け止めてもらえるようだという認識が

生まれ，カウンセラーに対する安心感や信

頼感が高まっていくことがわかった。

カウンセラーが抱えるクライエントの数

は多く，自分が過去のカウンセリングで話

した内容についてその詳細はカウンセラー

に忘れられていて当然だと思っていた。し

かし以前した話を思いがけず覚えていただ

けていた部分があり，そのことについて驚

きと同時に嬉しさが感じられた。

（３）自分自身の心の動きについて

今回のカウンセリングでは，問題やつら

さを抱えていた当時通っていたカウンセリ

ングでは話さなかったことや，当時知られ

たら恥ずかしいと感じていた自分の悪い癖

や欠点として自覚されていた部分について

もさらけ出すことができた感覚があった。

そのような部分については以前はあえて話

さないでいた自覚もなかったため，話題に

出て初めて当時はカウンセリングの場でも

言えなかったことに気がついた。さらに以

前は自分のだめな部分を容認することに罪

悪感があり，自分を否定することしかでき

なかったが，それが過去になってからカウ

ンセリングでそのことを振り返ると，問題

の渦中にいないことで精神的にも安定して

いたためか素直に過去の自分を認めること

ができ，自分を肯定的に捉えられる部分が

拡大したように感じた。また，現在の目的

は問題解決ではなく自己理解であったた

め，話をすることが純粋に満足感につなが

ったようにも感じられた。

トライアル・カウンセリング以外でも過

去の出来事については機会があればなるべ
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く話すことを試みており，そのような場で

既に話したことがある部分についてはある

程度自分の中で言語化できていたため，気

分が落ち込むこともなく，より客観的に，

冷静に，そして俯瞰して出来事を捉えなが

ら話すことができた。冷静に話すことで頭

の中がさらに整理されていくようにも感じ

られた。

（４）面接後の心境

カウンセリングで話すことで，自身に起

きた物事を客観的に理解し，それを受け入

れることで心の中のモヤモヤが解消される

ような感覚があった。それは自分で文字に

起こして振り返るよりも，質問などカウン

セラーとの相互作用があるぶん，より効果

的であると感じていた。しかしカウンセリ

ングで話すことへの期待度が高まること

で，思いついたことすべてを漏れなくカウ

ンセリングの場で話したいと思うようにな

ってしまい，５回の面接で構成されるトラ

イアル・カウンセリングでは話せる量にも

制限があるため葛藤もあった。このトライ

アル・カウンセリングでは過去の出来事に

ついての理解を深め，そのうえで今後のこ

とについても話をしたいと考えており，話

すペースや内容をどのように調整すればよ

いか決めかねていた。

４．三回目面接

（１）面接前の心境

２回目のカウンセリングからは１回目の

直後とは異なり，前回のカウンセリングを

振り返ったり，次回のカウンセリングにつ

いてについて考えたりする時間が少なく，

自分がしっかりとカウンセリングに向き合

っていないように思えてしまい少し不安を

感じていた。それはカウンセリングを自分

のために活かしたい気持ちが強く，そのた

めにできることは最大限したいという気持

ちと，日常生活の中でカウンセリングにつ

いて考えることは面倒で疲れることであ

り，なるべく考えなくないという気持ちが

同時にあったためであると思われた。そし

てカウンセリングに通うことは，そのよう

な普段考えたくないことに向き合う時間を

持つことにもなりうることが考えられた。

そのためカウンセリングに意義を見出して

いるクライエントでも，相談所へ行くこと

が億劫になる可能性は十分にあることが考

えられた。

さらに３回目の直前は，２回目のカウン

セリングと同様の理由から，カウンセリン

グ自体が嫌とは感じないものの，あまり相

談所に行きたい気持ちにはなれずにいた。

（２）カウンセラーについて

面接の初めに前回のカウンセリングで感

じられた心理的な効果について，そして今

回はどのような話をしたいと思っているか

について，さらにトライアル・カウンセリ

ングを進めるうえで不安に思っていること

について，そのとき自身が感じていたこと

を正直にカウンセラーと共有したいと思い

伝えた。カウンセラーに前回の感想や今心

配なことなどの気持ちを伝えることで，よ

りクライエントとして理解してもらえるの

ではないかという期待があった。実際に気

がかりな点については予め伝えることで安

心してカウンセリングに臨めたように感じ

た。そしてこのころ担当のカウンセラーが

行うカウンセリングの雰囲気も徐々につか

めるようになり，信頼関係もでき始めてい

たため，このような内容伝えることは容易
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にできた。

カウンセラーは話を進めていくなかで，

クライエントにより詳細な情報や抱いた疑

問について尋ねることがあったり，話から

感じ取ったことをふまえこういうことで合

っているかとクライエントに確認したりす

ることがあった。そしてそれがクライエン

トの考えとは異なっていることもあった

が，嫌な感じがすることはなく，むしろそ

れが違う理由を説明することが自分を振り

返るきっかけになり自己理解が促されると

いうことがあった。そして必ず最終的には

自身の体験について正確に理解してもらえ

たため，カウンセラーへの信頼感をもち，

安心して自身について振り返り言語化する

ことができた。

カウンセリングでは主な話題から派生し

た雑談が起こることがたまにあり，相談内

容の合間にそのような時間が生まれること

で，よりフランクに話しやすい雰囲気が作

られるように感じられた。雑談の話題は相

手にとって身近なことや興味に関する内容

であることが多く，カウンセラーが様々な

話題に関心を持ち，クライエントについて

情報を引き出すことでカウンセリングにお

ける雰囲気づくりがなされる可能性が考え

られた。

カウンセラーが取るメモの量は回を重ね

るごとに減り，この回では基本的にはこち

らを見ながらカウンセリングが進められて

いた。それはカウンセラーが自分について

ある程度把握してくれているためであると

感じられたため，担当カウンセラーに対し

て親しみが湧くような感覚があった。

（３）自分自身の心の動きについて

面接前にはこの回で話したいと思ってい

た話題が２つあったが，１つ目の話題につ

いて長く話していたこと，また，予想して

いなかった方向へその話題が展開したこと

で，もう１つの話題については触れること

なく終了時間が来てしまうということがあ

った。想像していたカウンセリングの流れ

とは異なり，このままでは５回の面接を納

得できる形で終結できないかもしれないと

いう考えが浮かび途中までは落ち着かない

感じがあった。しかし話が展開した内容は

今後話せたらいいなと思っていたものであ

ったため，最終的にはこの回で話せてよか

ったと感じられカウンセリングに対する満

足感が得られていた。

（４）面接後の心境

実際の面接場面では自分の話がとてもわ

かりにくかったように感じていたが，後か

ら録音を聞き返すとまとまりもありありき

ちんと受け答えをしているように感じら

れ，安心するということがあった。その理

由として，カウンセリング中は話すことと

同時に理解しようとしていたが，録音を振

り返るときは聞くことのみに集中している

こと，音声を聞き返しているときは自身が

その話題に触れるのが２回目になること，

面接から時間を置くことで考えが頭の中で

整理されたことなどが考えられた。

これまでのカウンセリングでは内容がカ

ウンセラーに理解され，それに伴い自己理

解も促される形で進めることができている

感覚があった。そのためトライアル・カウ

ンセリング全体で話したいことは多くあっ

たが，今後も同じように順調にカウンセリ

ングは進み，終結できるだろうという見通

しがこの頃たったように感じられた。
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５．四回目面接

（１）面接前の心境

面接の２週間前に４回目のカウンセリン

グを体調不良でキャンセルしていたため，

久しぶりのカウンセリングとなり，少し行

きづらさや緊張が感じられていた。また，

２回目，３回目と同様の理由で相談所に行

くことに対して負担感や抵抗感があった。

この回で話したいと思っていた内容は，

話すときに最もつらさを感じやすいだろう

と認識していたものであったため，自分自

身が落ち着いて話すことができるか，うま

くその時の状況や感情について伝えること

ができるかについて不安を感じていた。

（２）カウンセラーについて

前回の予約を体調不良でキャンセルして

いたため，カウンセラーからは面接の初め

にそのことを気にかけてくださっていたこ

とが伝えられた。その流れで当日も少し体

調が優れない状態であることを伝えること

ができ，カウンセリングにより安心して望

むことができた。

今回は話したいと考えていたことは過去

の出来事の核心の部分についての話題であ

り，トライアル・カウンセリングを通して

一番話したい内容でもあった。カウンセリ

ングの初めはこの話題について自分で説明

しても出来事の表面をなぞっているような

感じがしてうまくカウンセラーに伝えるこ

とができずもどかしさを感じていたが，カ

ウンセラーとの対話を進めながら少しずつ

詳細や当時の感情を引き出してもらうこと

で，当時を思い出しながら話を深く掘り下

げていくことができた。さらにうまく伝え

られない部分はあるものの，過去の面接で

話した内容をカウンセラーが覚えているこ

とで，最低限相手に伝わるように話すこと

ができたように感じた。また，共有してい

る背景情報があることでカウンセラーから

話を広げてもらえた部分もあったように感

じられ，カウンセリングの回数を重ねたか

らこそ自身の体験について納得できる形で

振り返ることができたととても実感するカ

ウンセリングであった。そのためこれまで

カウンセリングに継続して通ったことにつ

いて，このような体験ができたことで本当

によかったと感じられた。

（３）自分自身の心の動きについて

とくに暗い内容を話すときはつらさを感

じることもあったが，身体的には少し声が

震える程の反応であり，想像していたより

もずっと冷静に話をすることができた。そ

れはカウンセリングを継続して受ける中

で，カウンセリング以外の生活場面でも相

談内容について考えることが増え，そのよ

うな時間を積み重ねたことで少しずつ客観

的に過去を振り返ることができるようにな

り，過去のつらい出来事を考えないように

抑えていた頃と比較して話すことの負担が

軽減されていったように感じられた。

カウンセリングでは現在と過去を様々な

視点で比較し，さらに過去の影響がどのよ

うな形で見られるかについて検討した。一

時点について振り返るのみならず，時間に

よる変化も見ていくことで自身を構成する

要素について納得できる部分があり，自己

理解が促進された。話すことを迷っていた

現在の問題についても，過去のことを含め

検討することで新たな発見が得られたとい

うことがあり，話してみてよかったと感じ

ることができた。したがってカウンセリン

グではクライエントが話したい気持ちが強
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い話題ではなくてもカウンセリングの効果

を感じられる可能性があることに気づい

た。

（４）面接後の心境

今回のカウンセリングでは一人ではうま

く説明できなかった部分が多かったように

感じられ，やり取りの中でも理解すること

よりも考えながら答えることに脳のリソー

スを割いているような感覚があった。その

ためカウンセリング後音声を聞くことでそ

の時の発言をより体系的に捉えなおせたよ

うに感じられた。さらに音声からは面接時

の自分の感情の起伏や様子も客観的に確認

できるため，その情報も含めて言語化され

た内容が自分にとってどのような意味を持

つのか考えることで過去の出来事をより自

分の中で消化できるような感覚があった。

カウンセリング後に日常生活のなかで，

過去の出来事に関連してふと考えが浮か

び，そしてすぐ次回のカウンセリングでこ

のことも話してみたいと思った場面があっ

た。ここで思い浮かんだ内容はカウンセリ

ングに通っていなければ誰にも話す機会が

ないことであったため，自分の考えを誰か

に共有できる場が自分にあってよかったと

感じられた瞬間でもあった。

６．五回目面接

（１）面接前の心境

２回目から４回目で感じていた相談所に

行くのが面倒だというような感情は起こら

なかった。その理由としては前回で自分が

当初トライアル・カウンセリングで話した

いと思っていた内容について話しきれた感

じがあったため，カウンセリングの終わり

が内容的にも見え安心していたこと，相談

所やカウンセラーに対するラポールが十分

に築けていたため安心感をもって訪ねるこ

とができたこと，そして今までのカウンセ

リングを振り返ると多くの気づきがあり，

相談することは自分に役立つ行動であると

実感していたことが考えられた。

（２）カウンセラーについて

面接を重ね関係性が築かれることでカウ

ンセラーの言葉遣いも初期より徐々にフラ

ンクになっていたように感じられた。特に

相槌や共感の言葉については親しみのある

話し方になっていたが，基本的なやり取り

は丁寧な言葉遣いで行われていたため，個

人的に丁度良い距離感でのコミュニケーシ

ョンをとりながらカウンセリングが進めら

れており，居心地よく感じられた。

トライアル・カウンセリングは担当カウ

ンセラーのおかげでとても良い体験になっ

たと感じていた。そのため面接の最後に５

回のカウンセリングを振り返る場面では，

カウンセラーにはそのことと感謝の気持ち

を伝えることができ，とても嬉しく感じ

た。他にもその振り返りの場面では，全５

回のトライアル・カウンセリングを通して

得られた発見や自分にとっての意義につい

て共有したことで自分自身もそれらを再確

認することができ，晴れやかな気持ちで面

接を終結することができた。

（３）自分自身の心の動きについて

この回では一人ではうまく答えを出せず

にいることについて，カウンセリングの場

で検討したいと思っていた。初めは自分で

答えを出すことが難しかったため，カウン

セラーの提案によりそれを検討するために

役立つと思われる視点から少しずつ話を進

めていった。するとその過程では，これま
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でのカウンセリングでまだ触れられていな

かった部分に何度も気づくということがあ

った。さらにカウンセラーが感じたことを

クライエントに共有してもらうことで，自

分が大切にしている価値観に気づくことが

できた場面もみられた。今回のそのような

体験から，カウンセリング場面で以前とは

視点を変えて過去を振り返ることが新たな

気付きを促す可能性が考えられた。

（４）面接後の心境

トライアル・カウンセリングの開始時に

５回のカウンセリングで自身について振り

返るために話したい考えていた内容をすべ

て話すことができたため，とてもすっきり

した気持ちでいた。

カウンセリング場面で話をする前は過去

の出来事について，自分の中で消化できず

残っているような感覚があり，これをなん

とかするためにいつかは振り返らなければ

いけないと思っていた。今回トライアル・

カウンセリングではその内容に丁寧に向き

合い直面化することができたため，自分の

そのような感覚は薄れてゆき，もう考えな

くてもいいと感じられるほどになった。頭

の片隅にあった気がかりなことから開放さ

れ，カウンセリングの意義を実感した。

� 考察

トライアル・カウンセリングでは実際の

クライエントがたどる過程を体験するた

め，自ら電話予約を行い，相談所に通って

全５回のカウンセリングを体験した。この

体験から学んだことについて以下の３つの

観点から考察を行う。

１．クライエントの心理への理解

�カウンセリングに抱く感情について

カウンセリングに通うことについて，ク

ライエントとしての様々な感情が体験され

た。丸田（１９８６）は診断面接について，

「（患者が）初めて治療者に合う日まで，あ

らゆる連想が心の中で交錯します」と述べ

ており，今回のトライアル・カウンセリン

グにおける初回面接の前には，カウンセリ

ングへの期待と不安の両方が感じられてい

た。そして相談所についての情報に敏感に

なり，不安感を感じることもあった。

今回の体験では，当日に相談所へ向かう

ことへの抵抗感が２回目から４回目の面接

で感じられた。そのすべての回で共通して

いたのはカウンセリングに通うために必要

な金銭的コストがあることと，移動の負担

がかかることであった。また，２回目面接

ではカウンセリングの効果をより得るため

に自分のことをうまく伝えられるだろうか

という不安を感じられていたこと，４回目

面接では話したい内容が心の負担になるこ

とを想像して不安を抱えていたことがカウ

ンセリングへの足取りを重くしていた。こ

れらの結果から，クライエントがカウンセ

リングに意義を見出し肯定的に捉えられて

いたとしても，相談することに伴う不安を

抱えることによってカウンセリングへの抵

抗が感じられる可能性が考えられた。そし

て，カウンセリングの枠組みのために必要

な料金や相談室までのアクセスなど，相談

内容と直接関係のない部分がクライエント

の来談を妨げる要因になる可能性も考えら

れた。さらに３回目面接ではカウンセリン

グはクライエントにとって普段考えたくな

いことに向き合うための場であり，そのた

めの時間を確保したい気持ちと現実に直面

化したくないという気持ちの葛藤が生じて
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いた。このようにクライエントはカウンセ

リングへ通う際には様々な気持ちを抱えて

いることを実感することができた。今回体

験された内容は実際の臨床場面でもクライ

エントが面接をキャンセルしたり中断した

りする要因としても考えられ，来所したク

ライエントに感謝の気持ちを伝えたり，ク

ライエントが来所時に抱える気持ちへの配

慮を行うことは面接を継続させるために重

要である可能性が考えられた。

カウンセリングで安心感が得られた場面

もいくつかみられ，３回目面接では前回の

感想や不安に思っていることを正直に伝え

たことでカウンセリングの方針を再確認す

ることができ，継続して通うことへの安心

感が芽生えるということがあった。５回目

面接ではカウンセリング開始当初の課題が

達成され，終結が見えている状態であった

ため安心感をもってカウンセリングを開始

することができた。

カウンセリング最終回の終わりには，カ

ウンセラーにトライアル・カウンセリング

を通して感じられたことについて共有する

場面があり，そこで得られた気づきやカウ

ンセリングの意義，感謝の気持ちなどカウ

ンセラーに素直に伝えたことでとても温か

い気持ちでカウンセリングを終結すること

ができた。さらにカウンセリングを良い体

験として自分自身が再認識することもでき

たため，気分も良く感じられた。

�カウンセリング以外の時間について
トライアル・カウンセリング中はカウン

セリング外の時間でカウンセリングについ

て考えることもしばしばあった。初回面接

後は面接時よりも心理的なつらさを感じ，

４回目面接の後はカウンセリングの録音を

聞き直し振り返ることでより客観的に出来

事を捉えられるようになっていた。他に

も，４回目面接では一度予約をキャンセル

したことが来所時の緊張を引き起こしてい

た。したがって，カウンセリングを受ける

ことが日常生活に変化をもたらし，そして

カウンセリング外の出来事がカウンセリン

グに影響を与える相互作用がみられた。カ

ウンセリングに通うクライエントにとっ

て，カウンセリング以外の時間に何を思う

か，どのような出来事があるかということ

に注目することも重要である可能性が考え

られた。

�カウンセリングの場を持つことについて
トライアル・カウンセリングでは実際の

クライエントと同様に，相談料を支払うこ

とで第三者であるカウンセラーに，自分の

希望どおりに相談できる場を「カウンセリ

ングの枠」として確保することができた。

そのように面接が構造化されていること

で，普段人に話せない内容も遠慮したり取

り繕ったりせず安心して正直に話せたこ

と，そして自分の話をマイペースにするな

どカウンセラーとの時間を自由に使えたこ

との２点がカウンセリングという特別な空

間に通う利点として体感することができ

た。

また，４回目面接後に相談内容に関連す

るあることをふと思いついたとき，次回の

カウンセリングで話そうと思うことがあっ

た。このとき相談所が一つの居場所として

機能しているように感じられ，カウンセリ

ングに通っていてよかったと感じられたと

いうことがあった。

２．カウンセラーとのラポール形成
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ラポールは専門家と対象者との間の信頼

関係，あるいは良好な心理的結びつきのこ

とを指し，対人支援場面において重要な要

因とされている。前田（１９９６）はラポール

が形成されると，クライエントは心を開い

ていろいろな問題を率直に話すことがで

き，辛いことにも直面することができ，そ

してカウンセラーからの働きかけを素直に

受け入れられると述べている。

初回面接で初めてお会いしたカウンセ

ラーは優しい印象の方であった。野島

（２０２１）はカウンセリングでのコミュニ

ケーションには�バーバル，�ボーカル，
�ノンバーバルの３チャンネルがあると述
べている。面接場面では受容共感的な�
バーバルでのやり取りが進められる過程の

なかで，落ち着いた声色の�ボーカルや，
穏やかな表情，アイコンタクト，頷きなど

から感じられる�ノンバーバルのチャンネ
ルも介してコミュニケーションが行われて

いた。そのようなやり取りからこの人には

安心して相談できそうだと感じることによ

って，カウンセリングに抱いていた不安も

和らいでいった。

H.カーシェンバウムら（２００１）は，クラ

イエントとセラピストの面接場面におい

て，「関係のなかで伝わっているのは，理

解しようとする態度であると結論してもよ

いであろうと思われる」と述べており，カ

ウンセラーの態度はクライエントが受ける

印象を左右する可能性が考えられる。トラ

イアル・カウンセリングではカウンセラー

はメモ取りながらカウンセリングを進めて

おり，特に初回面接では書く量が多かっ

た。カウンセラーがメモを取りながらクラ

イエントの話を聞き，疑問点は質問をする

関わりがみられ，それは自分の話を積極的

に聞き理解しようとする姿勢として感じら

れた。カウンセラーが自分のために働きか

けてくれようとする気持ちが伝わってきて

とても嬉しく感じられた。２回目面接以降

ではカウンセラーが以前話した内容を覚え

てくれていたことで，自分へ関心が向けら

れていることを実感でき，カウンセラーへ

の好感や信頼度が高まっていた。そのため

３回目面接で取るメモの量が減っていたこ

とについて，クライエントの背景情報をあ

る程度把握してくれているためだろうと思

い親しみが感じられた。

野島（２０２１）はカウンセラーの基本的態

度の一つとして「共感的理解」を挙げてい

る。今回のカウンセリング場面においてカ

ウンセラーはクライエントの話す内容を最

終的には必ず正しく理解していた。仮にク

ライエントがうまく説明できない内容があ

っても，質問や確認という過程を経て必ず

しっくり来るような解釈がなされており，

このような共感的理解が得られることでク

ライエントとしては安心して語ることがで

きた。そして「分かってもらえた」感じが

して，「この人に話してよかった」という

感想にもつながっていた。また，そのよう

な体験を重ねることでラポールが形成さ

れ，「この人なら受け入れてくれるだろ

う」と思えるようになっていた。そのため

３回目面接ではカウンセリングの感想や抱

えている不安などについて気負うことなく

伝えることができたのではないかと考えら

れた。

３．自己理解の促進

� カウンセラーとの関わりによる効果
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今回の体験では，カウンセリングでカウ

ンセラーとの関わりがあるからこそ自己理

解が促進されたと考えられた部分が多くみ

られた。

初回面接では主訴について，「なぜ今そ

の内容を扱いたいのか」と尋ねられた場面

があった。筆者は主訴について十分話した

つもりでいたためそれは思いがけない質問

であったが，それがクライエントの動機づ

けを高め，カウンセラーと目的が明確に共

有されることにつながった。このようにカ

ウンセラーが尋ねることで話が引き出され

自己理解が深まることがあった。例えば２

回目面接では，自分では重要な部分でない

と感じていた部分をクライエントに尋ねら

れたことで新たな気づきが得られた。ま

た，３回目面接では話したいと思っていた

内容だけではなく，そこから展開した内容

についても話していたがカウンセリングへ

の満足感が得られていた。

他にはカウンセラーとのコミュニケーシ

ョンによって自己理解が促された場面もあ

り，３回目面接ではカウンセラーが確認し

た内容が間違っていることを説明すること

で，より客観的な理解が促されることがあ

った。５回目面接ではすぐに答えられなか

ったこと対し，視点を変えて少しずつ一緒

に検討することで，最終的に自分で答えを

導き出せたことがあった。さらにカウンセ

ラー視点での分析が自分の価値観への気づ

きを促していたこともあった。

カウンセリングの回数を重ねることで言

語化が難しい部分をカウンセラーに手助け

して頂けた体験もあった。４回目面接では

カウンセラーがこれまでの話を記憶してい

ることで自身の説明が拙くても理解しても

らえたり，その話題に関連する質問を投げ

かけてもらえやすかったりしたということ

があった。クライエントとしてうまく伝え

られるか不安も大きかったため，そのよう

な関わりは非常にありがたいものであっ

た。

カウンセラーが受容共感的に話を聞いて

くださることで，自分自身も物事を肯定的

に理解し受け入れられるようになった場面

もあった。平木・袰岩（２００１）は受容がカ

ウンセラーの態度としてクライエントに知

覚され，その受容体験がクライエントに内

在化されることでクライエントの人格変化

が促されるとしている。そしてその過程で

は，クライエントの「自己」が，自分で自

分を受容していく力を持つことが大切であ

ると述べている。２回目面接では自分は批

判的な捉え方をしていたことに対し，カウ

ンセラーはクライエントが批判的に捉えて

いることも含め、受容している様子がみら

れた。精神的に健康で肯定的に捉えやすい

環境であったことも影響している可能性が

考えられるがそのことをきっかけにカウン

セラーと同じように受容できる自己の部分

が拡大したように感じられた。

� 直面化することによる効果

トライアル・カウンセリングではカウン

セリングの内容を振り返ることでより自己

理解が促されるということがあった。特に

３回目と４回目のカウンセリング後は録音

の振り返りがより体系的な理解を促してい

たように感じられた。音声データで振り返

る場合は言語だけでなく声の調子から感情

や様子も認識することができ，気持ちの解

釈に活用することができた。

自己理解が進む事による変化がカウンセ
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リング内でみられる場面もあった。初回面

接では話すとつらい気持ちが湧き上がって

しまうのではないかという心配から，表現

を抑える傾向がみられており，４回目面接

では一番つらいと思われる内容を語る回

で，想像より落ち着いて話すことができて

いたということがあった。この変化は２回

目面接で既に他の機会に話すことを試みた

内容については冷静に話すことができたこ

とから推察すると，カウンセリングやその

振り返りを行い，その内容に直面化する機

会を積み重ねることで自己理解が促され，

客観的に振り返り落ち着いて話せるように

なった可能性が考えられた。

付記

この度，トライアル・カウンセリングを

お引き受けいただき，かつ本稿をまとめる

ことを快く承諾してくださいましたA心理

相談所及び担当カウンセラー様，誠にあり

がとうございました。そして，ご指導くだ

さいました酒井佳永教授に感謝申し上げま

す。

なお，本論文に関して，開示すべき利益

相反事項はない。
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